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５
月
決
算
迄
残
す
と
こ
ろ
２
ケ
月
に
迫

り
、
グ
ル
ー
プ
各
社
・
各
部
署
に
お
か
れ

て
は
目
標
達
成
に
向
け
て
最
後
の
追
い

込
み
に
奮
闘
・
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

翻
っ
て
２
０
０
７
年
度
に
お
い
て
は
、

原
油
価
格
の
高
騰
や
耐
震
偽
装
問
題
に

伴
う
建
築
確
認
の
遅
延
、
夏
場
の
長
雨
に

よ
る
工
事
の
遅
れ
、
或
い
は
５
号
機
問
題

の
影
響
等
々
グ
ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
い
変
化
に
晒
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
度
に
於
い
て
も
米
国
景
気

の
失
速
懸
念
と
日
本
経
済
へ
の
影
響
、
原

油
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
る
コ
ス
ト
圧

迫
、
価
格
競
争
の
激
化
等
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

然
し
な
が
ら
、
環
境（
与
件
）の
変
化
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の

変
化
の
予
兆
を
い
ち
早
く
察
知
し
こ
れ
を

工
夫
と
努
力
に
よ
っ
て
克
服
し
て
行
く
ほ

か
に
勝
ち
残
る
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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そ
の
た
め
に
は
、
全
社
員
が
情
報
力
を

強
化
し
、
グ
ル
ー
プ
横
断
的
に
情
報
を
共

有
化
し
て
機
敏
に
営
業
成
果
に
結
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
条
件

で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
厳
し
い
価
格
競
争
を
克
服
し
て

い
く
た
め
に
は
全
員
が
コ
ス
ト
意
識
に
徹

し
て
原
価
抑
制
に
努
め
、
無
駄
な
経
費
の

支
出
は
な
い
か
、
常
に
問
題
意
識
を
持
っ

て
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

攻
め
と
守
り
の
両
面
に
於
い
て
一
層
の

工
夫
・
努
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
特

に
各
管
理
職
に
は
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
部
署
全
体
を
牽
引
し
、
明

る
く
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ
く
り
を
通
し

て
成
果
向
上
結
び
つ
け
る
こ
と
を
強
く
期

待
い
た
し
ま
す
。

幸
い
、
我
が
グ
ル
ー
プ
は
建
材
商
品
を

核
と
し
て
、
施
工
技
術
で
信
頼
を
得
て
い

る
工
事
部
門
、
物
流
事
業
、
携
帯
電
話
、

レ
ジ
ャ
ー
関
連
事
業
と
多
角
的
な
経
営
資

源
を
有
し
、
永
年
ご
厚
誼
を
頂
く
多
く
の

お
取
引
先
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
主
要
金
融

機
関
か
ら
も
強
力
な
ご
支
援
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
各
方
面
か
ら
の
ご
支

援
・
ご
期
待
に
背
か
ぬ
よ
う
、
２
０
０
８

年
度
は
樹
て
た
計
画
は
何
が
何
で
も
必

達
す
る
と
い
う
自
信
と
強
い
責
任
感
を
持

っ
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
死
に
物
狂

い
で
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

各
位
の
奮
起
を
期
待
し
ま
す
。

２
０
０
８
年
度
に
向
け
て
〜
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大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
、
御
社
の
肥
田
社
長
と
静
岡
鉄

道
の
前
社
長
で
あ
る
大
吉
相
談
役
と
は

大
学
の
同
窓
と
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、

当
社
の
み
な
ら
ず
、
静
鉄
グ
ル
ー
プ
各

社
が
、
ヒ
ダ
様
に
多
方
面
で
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
、
併
せ
て
御

礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

建
設
業
の
経
営
環
境
は
相
変
わ
ら
ず

厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
ダ
ン
ピ

ン
グ
受
注
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
当
社

の
工
事
に
於
い
て
、
い
つ
も
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
御
社
は
、
当
社
に
と

っ
て
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
私
共
建
設
業
者
は
自
社
の
技
術
者

だ
け
で
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
。
協
力
会

社
様
と
の
両
論
で
、
前
に
進
む
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

御
社
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
お
付
き
合
い
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ヒ
ダ
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
創

立
１
４
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
経
て
、

現
在
の
平
成
の
代
ま
で
、
幾
多
の
激
動

の
時
代
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
、
現
在

の
素
晴
ら
し
い
会
社
に
築
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
、
た
だ
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
、

畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
、
社
長
は
じ
め
、
社
員
の
皆
様
の
日
々

の
努
力
に
よ
り
、
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
マ
テ
リ
ア
ル
部
は
、
西
は
愛
知

県
内
、
東
は
静
岡
県
東
部
、
伊
豆
地
方

を
テ
リ
ト
リ
ー
と
し
て
名
古
屋
支
店
、

小
笠
営
業
所
、
本
社
、
富
士
支
店
の
四

拠
点
、
十
二
名
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ダ
株
式
会
社
の
売
上
の
四
十
五
％

以
上
を
マ
テ
リ
ア
ル
部
が
占
め
て
い
ま

す
。
そ
れ
故
当
部
署
の
責
任
は
重
大
で

社
長
か
ら
も
常
に
「
今
月
の
売
上
は
ど

う
だ
」、「
マ
テ
リ
ア
ル
が
頑
張
ら
な
い

と
売
上
が
伸
び
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と

叱
咤
激
励
を
受
け
緊
張
の
連
続
で
も
あ

り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
当
部
署
は
、
ヒ
ダ
株
式

会
社
の
創
業
当
時
か
ら
中
心
を
担
い
、

現
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
全
国
セ
メ
ン
ト

特
約
店
の
第
一
号
と
し
て
表
彰
を
受
け

静
岡
県
の
セ
メ
ン
ト
業
界
の
歴
史
を
歩

ん
で
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
当
部
署
の
主
力
営
業

品
目
は
セ
メ
ン
ト
と
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
す
。
大
量
の
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
を
生
コ

ン
工
場
に
売
り
、
そ
の
見
返
り
と
し
て

生
コ
ン
工
場
の
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
ゼ

ネ
コ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
建
設
、
土
木

業
者
に
販
売
す
る
の
で
す
。
当
社
の
協

力
工
場
は
、
静
岡
市
の
北
に
位
置
す
る

梅
が
島
と
松
野
と
、
掛
川
市
に
そ
れ
ぞ

れ
工
場
を
持
つ
大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ

ダ
興
業
㈱
と
浜
松
市
、
富
士
宮
市
に
工

場
を
持
つ
当
社
と
共
同
出
資
会
社
で
あ

る
静
岡
ア
サ
ノ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
工
場
を
中
心
に
静

岡
県
内
、
愛
知
県
内
ど
こ
で
も
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
手
配
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
生
コ
ン
工
場
の
他
に
セ
メ

ン
ト
二
次
製
品
工
場
に
も
バ
ラ
セ
メ
ン

ト
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
当
部
署
は
、

バ
ラ
セ
メ
ン
ト
、
生
コ
ン
の
販
売
を
し
て

い
る
だ
け
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

バ
ラ
セ
メ
ン
ト
の
販
売
に
よ
っ
て
グ
ル
ー

プ
の
ヒ
ダ
物
流
㈱
の
セ
メ
ン
ト
ロ
ー
リ
ー

車
が
稼
動
し
、
大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ

ダ
興
業
㈱
の
生
コ
ン
を
販
売
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ヒ
ダ
物
流
㈱
の
生
コ
ン
車
が
稼

動
す
る
よ
う
に
な
り
グ
ル
ー
プ
全
体
と

し
て
も
重
要
な
営
業
を
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
セ
メ
ン

ト
、
生
コ
ン
の
販
売
に
力
を
入
れ
て
行

く
決
意
で
す
。

弊
社
は
、
静
岡
鉄
道
の
グ
ル
ー
プ
会

社
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
１
９
６
５
年
に
、

建
材
三
段
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造
販
売
を
目

的
に
静
鉄
産
業
㈱
と
し
て
、
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
７
年
の
静

北
土
建
工
業
㈱
と
の
合
併
を
機
に
、
名

実
と
も
に
総
合
建
設
業
者
と
し
て
名
乗

り
を
あ
げ
、
近
年
の
売
上
高
は
75
億
円

ほ
ど
の
中
堅
企
業
と
な
り
ま
し
た
。

御
社
と
の
取
引
に
関
し
て
い
え
ば
、

静
北
土
建
工
業
時
代
に
は
、
土
木
工
事

に
お
い
て
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
セ
メ
ン

ト
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
殆
ど

を
御
社
に
納
入
し
て
い
た
だ
き
、
大
変

に
お
世
話
に
な
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
で
は
、
地
盤
改
良
工

事
、
杭
工
事
、
外
壁
工
事
な
ど
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

最
近
竣
工
し
た
工
事
の
う
ち
、
竜
西

橋
橋
梁
下
部
工
、
山
脇
大
谷
線
下
部
工

工
事
で
は
、
基
礎
の
ベ
ノ
ト
杭
の
施
工

や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
供
給
し
て
い
た

だ
き
、
門
屋
浄
水
場
工
事
で
は
鋳
鉄
管

材
料
を
、
ま
た
、
第
５
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
工
事
で
は
、
Ｈ
Ｃ-

Ｔ
Ｏ
Ｐ
パ
イ
ル
、

外
壁
Ａ
Ｌ
Ｃ
工
事
な
ど
、
大
型
工
事
で

お
取
引
先
紹
介

静
鉄
建
設
株
式
会
社
様
よ
り

職
場
だ
よ
り

ヒ
ダ
㈱

マ
テ
リ
ア
ル
部

2
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マ
テ
リ
ア
ル
の
商
品
は
大
き
く
分
類
す

る
と
セ
メ
ン
ト
系
商
品
と
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
商
品
に
分
類
で
き
ま
す
。

セ
メ
ン
ト
に
は
、い
く
つ
か
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
普
通
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、

早
強
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
超
早
強
ポ

ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
、
中
庸
熱
ポ
ル
ト
ラ

ン
ド
セ
メ
ン
ト
等
が
あ
り
ま
す
。
普
段

我
々
が
セ
メ
ン
ト
と
読
ん
で
い
る
の
は
普
通

ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
の
こ
と
で
す
。
建

設
現
場
で
左
官
屋
さ
ん
が
骨
材
で
あ
る

砂
利
、
砂
と
混
ぜ
な
が
ら
使
用
す
る
も
の

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
で
流
し
込

ま
れ
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
主
材
料
で
す
。

こ
の
他
に
混
合
セ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

混
合
セ
メ
ン
ト
に
は
高
炉
ス
ラ
グ
を
混

合
し
た
高
炉
セ
メ
ン
ト
、
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ

を
混
合
し
た
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
セ
メ
ン
ト
等

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
用
途
に
よ
っ
て

海
中
の
土
木
工
事
や
ダ
ム
工
事
に
有
効

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
、
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
強
度
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
研
究
さ

れ
、
80
年
代
に
入
り
、
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

の
建
設
が
活
発
化
し
て
か
ら
開
発
が
進

み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
超
高
層
と
は

高
さ
が
60
m
を
超
え
る
建
物
の
こ
と
で
、

階
数
に
す
る
と
20
階
以
上
で
す
。
そ
れ

ま
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
せ
い
ぜ
い
10
階
建
で

し
た
。
そ
れ
が
20
階
以
上
に
な
る
と
、
従

来
の
技
術
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
が

生
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
従
来
の
コ
ン
ク

商
品
技
術
豆
知
識
〜

マ
テ
リ
ア
ル
関
連
商
品
の
い
ろ
い
ろ

リ
ー
ト
で
超
高
層
の
建
物
を
支
え
よ
う

と
す
る
と
太
い
柱
が
必
要
で
、
１
階
部

分
は
柱
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
よ
り
細
い
柱
で

超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
支
え
る
た
め
に
、

高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
開
発
が
必
要

と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

ま
た
そ
の
他
に
、
住
宅
や
道
路
の
地

盤
を
固
め
る
為
の
セ
メ
ン
ト
系
地
盤
固

化
剤
と
し
て
ジ
オ
セ
ッ
ト
、
一
般
舗
装
道

路
の
補
修
合
材
と
し
て
レ
ミ
フ
ァ
ル
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

■マテリアル関連商品

人
事
消
息

《
入
社
》

中
野
　
　
学

（
11
月
21
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
パ
イ
ル
部

森
脇
　
公
美

（
１
月
16
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

天
野
由
紀
子

（
１
月
16
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

山
口
　
　
徹

（
11
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
草
薙
店

勝
見
　
哲
也

（
11
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
丸
子
店

山
本
　
慶
子

（
12
月
１
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
草
薙
店

佐
藤
　
祐
也

（
１
月
16
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
神
明
ホ
ー
ル

《
退
職
》

堤
田
　
由
紀

（
11
月
20
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
ウ
ォ
ー
ル
部

河
野
　
　
友

（
２
月
29
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

平
野
　
隆
一

（
２
月
29
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
総
務
部

法
月
　
　
泰

（
３
月
20
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
パ
イ
ル
部

福
本
　
　
優

（
３
月
31
日
付
）

ヒ
ダ
㈱
　
モ
バ
イ
ル
通
信
部

坂
本
　
正
彦

（
２
月
15
日
付
）

ヒ
ダ
物
流
㈱
　
生
コ
ン

野
沢
　
義
彦

（
２
月
28
日
付
）

ヒ
ダ
物
流
㈱
　
浜
松
支
社

清
水
　
　
至

（
10
月
20
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱
　
製
造
部

望
月
　
孝
夫

（
11
月
11
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱
　
運
輸
課

大
倉
　
一
洋

（
１
月
20
日
付
）

大
東
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ヒ
ダ
興
業
㈱
　
製
造
課

高
木
　
博
尊

（
11
月
２
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
草
薙
店

東
　
　
大
輔

（
11
月
30
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
神
明
ホ
ー
ル

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
拝
見
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
別
に
コ
ン
テ
ス

ト
結
果
が
貼
り
出
し
て
あ
り
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
Ｕ
Ｐ
や
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

研
修
の
あ
と
は
お
待
ち
か
ね
、
第
一

の
目
的
地
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
お
買
い
物

を
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
天
候
で
寒
さ
に
負
け
そ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
モ
バ
イ
ル
は
女

性
の
多
い
部
署
な
の
で
、
寒
さ
に
負
け

ず
た
く
さ
ん
歩
き
回
っ
て
い
ろ
ん
な
物

を
買
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
夜
に
な
り
待
ち
に
待
っ
た
、

御
殿
場
高
原
ビ
ー
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。

和
・
洋
・
中
と
様
々
な
料
理
や
地
酒

ビ
ー
ル
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
大
満
足

の
夕
食
で
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
全
店
の
ス
タ
ッ
フ
と

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
持
て
て
、
と

て
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

来
年
も
社
員
旅
行
が
あ
り
ま
す
よ
ー
に
。

（
谷
迫

い
ず
み
）

モ
バ
イ
ル
通
信
情
報

１
月
23
日
に
モ
バ
イ
ル
通
信
部
で
初

め
て
の
社
員
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
エ
イ
デ
ン
富
士
店
本
店
へ

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

量
販
店
独
特
の
入
り
や
す
さ
が
あ

り
、
お
店
全
体
が
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

お
店
独
自
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
展
示
し
て
あ

り
、
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
メ
リ
ッ
ト

な
ど
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

あ
と
は
、
量
販
店
の
強
み
の
他
社
比

較
も
キ
チ
ン
と
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
キ

ャ
リ
ア
で
も
、
わ
か
り
や
す
く
購
入
で

き
る
お
店
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
Ｒ
１
３
６
三
島

店
に
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

入
っ
て
す
ぐ
在
庫
状
況
の
一
覧
が
あ

り
、
ひ
と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

待
合
コ
ー
ナ
ー
が
特
に
充
実
し
て
お

り
、
お
客
様
が
待
ち
時
間
を
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
雑
誌
が
何
冊
も
用
意

さ
れ
て
お
り
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
完

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
店
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
も
力
を
入
れ

て
い
て
、
品
の
あ
る
お
店
作
り
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

モ
バ
イ
ル
通
信
部
社
員
研
修
旅
行

萩
原
　
　
崇

（
12
月
31
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
草
薙
店

北
宮
百
合
佳

（
１
月
31
日
付
）

芙
蓉
興
発
㈱
　
沼
津
店

■研修旅行全体写真



4

私
の
趣
味
〜
海
外
旅
行
〜

私
が
海
外
旅
行
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
二
十
歳
位
の
時
で
し
た
、
当
時
は
１
ド

ル→

￥
３
６
０
の
時
代
で
、
空
港
も
成
田

で
は
な
く
羽
田
空
港
か
ら
の
出
入
国
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
旅
行
は
当
時
で
も
定
番
の
ハ

ヒダ㈱ ライフライン部
五加　永二

ワ
イ
で
し
た
。
ホ
ノ
ル
ル
空
港
に
近
づ
い

た
時
サ
ー
カ
ス
と
言
う
グ
ル
ー
プ
の「
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」と
言
う
歌
の
中
の

「
窓
の
外
は
ス
カ
イ
ブ
ル
ー
か
げ
り
ひ
と

つ
無
い
藍
の
色
」の
歌
詞
を
飛
行
機
の
窓

越
し
に
思
い
浮
か
べ
た
こ
と
を
懐
か
し
く

思
い
ま
す
。

飛
行
機
に
乗
っ
た
経
験
の
あ
る
方
は
、

離
陸
時
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
が
高
速
に
な

り
滑
走
路
を
進
む
と
き
に
身
体
に
掛
か

る
重
力
（G）
と
滑
走
路
か
ら
伝
わ
る
振

動
、
前
輪
が
浮
く
瞬
間
の
不
安
感
、
奇

妙
な
感
覚
で「
ふ
わ
っ
と
」
離
陸
す
る
様

子
な
ど
想
像
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

飛
行
機
に
乗
る
感
触
が
忘
れ
ら
れ

ず
、ハ
ワ
イ
・
韓
国
・
香
港
に
と
、
出
か
け

て
行
く
機
会
も
数
回
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
と
言
っ
た
目
的
が
有
っ
た
訳
で
は
な

く
友
達
と
一
緒
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

目
的
を
持
っ
て
海
外
旅
行
を
最
初
に

し
た
の
は
、
映
画
の
都
「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に

行
こ
う
」
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
友
人
の
ア

パ
ー
ト
に
10
日
程
居
候
を
さ
せ
て
も
ら

い
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
シ
ア
タ
ー
で
マ
リ
リ

ン
モ
ン
ロ
ー
の
足
型
・
手
形
を
見
学
し
、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
が
近
く
に
い
る
の
で

は
と
「
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
」
し
た
り
、
バ
ス

で
４
時
間
以
上
か
け
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
友

人
と
行
き
、
一
攫
千
金
を
夢
見
た
の
で

す
が
？

結
婚
を
し
て
か
ら
は
会
社
の
旅
行
な

ど
で
海
外
へ
出
か
け
る
事
は
あ
り
ま
し

た
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
海
外
に
行
く

機
会
も
殆
ど
無
く
、
ヒ
ダ
㈱
に
入
社
し

て
か
ら
の
、
海
外
研
修
制
度
を
利
用
し

家
族
で
グ
ア
ム
に
、
１
３
０
周
年
記
念

■森彩奈江プロ

（1）
神
明
ホ
ウ
ル
で
集
客
運
動
展
開
中

神
明
ボ
ウ
ル
で
は
よ
り
多
く
の
お

客
様
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
頂

く
た
め
に
様
々
な
企
画
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
「
ボ
ウ
リ
ン
グ

ご
招
待
会
」
で
す
。
こ
れ
は
静
岡
市
・

静
岡
市
教
育
委
員
会
等
の
後
援
を
得

ま
し
て
連
合
町
内
会
を
通
し
て
40
歳

以
上
の
方
を
募
集
致
し
ま
す
。
毎
回

70
名
ほ
ど
の
方
が
応
募
さ
れ
、
４
週

終
了
後
に
継
続
さ
れ
る
方
が
ク
ラ
ブ

を
作
り
、
毎
週
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
一
般
客

の
増
加
に
も
特
に
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。
一
ゲ
ー
ム
無
料
券
の
多
量
の

配
布
と
合
わ
せ
て
、
ご
来
場
の
お
客

神
明
ボ
ウ
ル
だ
よ
り

芙
蓉
興
発
㈱

ボ
ウ
リ
ン
グ
部
長
　
片
平
博
久

時
に
は
ハ
ワ
イ
に
社
員
旅
行
を
し
、
そ
の

３
年
後
に
は
バ
リ
島
に
社
員
旅
行
を
し

た
思
い
出
が
有
り
懐
か
し
い
で
す
。

50
歳
を
過
ぎ
子
供
た
ち
か
ら
も
手
が

離
れ
、
妻
と
二
人
で
過
ご
す
時
間
が
多

く
な
り
ど
ち
ら
か
ら
と
も
無
く
、「
イ
チ

ロ
ー
を
シ
ア
ト
ル
で
見
た
い
ね
ー
」の
一

言
で
シ
ア
ト
ル
へ
行
く
事
に
な
り
、
そ
れ

か
ら
は「
あ
の
世
界
遺
産
を
見
て
み
た
い

ね
」と
計
画
を
立
て
、
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
と
出
か
け
る
よ
う
に

な
っ
た
次
第
で
す
。

カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
然

の
遺
産
が
多
く
、
イ
タ
リ
ア
は
や
は
り

古
代
遺
跡
や
美
術
鑑
賞
を
主
体
に
見
て

回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
処
の
国

に
行
っ
て
も
感
動
・
感
激
す
る
事
ば
か

り
で
す
。

昨
年
は「
一
度
は
見
て
お
き
た
い
世
界

遺
産
」の
エ
ジ
プ
ト
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

14
時
間
近
い
フ
ラ
イ
ト
は
疲
れ
ま
し
た

が
、
カ
イ
ロ
市
内
か
ら
見
え
る
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
見
た
瞬
間
に
疲
れ
も
忘
れ
、
ツ
ア

ー
同
行
者
と
感
嘆
の
声
を
上
げ
、
翌
日

に
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
に
入
る
機
会
も
。
ス

フ
ィ
ン
ク
ス
の
前
で
記
念
写
真
を
撮
り
、

砂
漠
を
観
て
こ
れ
が
エ
ジ
プ
ト
だ
と
実
感

を
抱
い
た
次
第
で
す
。

ア
ブ
シ
ン
ベ
ル
・
ア
ス
ワ
ン
・
ル
ク
ソ
ー

ル
・
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
と
古
代
遺
跡
を

見
学
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
何
の
目
的

を
持
っ
て
建
造
し
た
の
か
と
説
明
等
を

聞
き
ま
し
た
が
、
目
の
前
の
建
造
物
の

大
き
さ
・
精
巧
さ
、
考
古
学
博
物
館
内

の
展
示
物
な
ど
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
の

連
続
で
し
た
。
し
か
も
、エ
ジ
プ
ト
が
共

様
に
リ
ピ
ー
ト
客
に
な
っ
て
頂
く
為

の
イ
ベ
ン
ト
、
接
客
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
十
二
月

に
ヒ
ダ
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
方
に
も
配

布
を
お
願
い
し
た
、
一
ゲ
ー
ム
無
料

券
を
ご
利
用
の
お
客
様
も
増
え
て
お

り
ま
す
の
で
今
後
も
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（2）

森
彩
奈
江
プ
ロ
の
紹
介

神
明
ボ
ウ
ル
か
ら
初
め
て
誕
生
し

た
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
の
森
彩
奈
江
プ
ロ

は
、
現
在
Ｂ
Ｓ
日
本
テ
レ
ビ
系
『
Ｐ
★

リ
ー
グ
』
に
出
演
し
、
Ｐ
リ
ー
ガ
ー
と

し
て
各
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
お
り

ま
す
。
今
年
の
１
月
に
は
美
人
ボ
ウ

ラ
ー
と
し
て
「
週
刊
ポ
ス
ト
」
に
掲
載

さ
れ
た
の
を
は
じ
め
「
中
山
秀
征
の
ミ

ラ
ク
ル
シ
ョ
ッ
ト
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
も
出
演
致
し
ま
し
た
。
現
在

も
北
海
道
・
北
陸
・
東
京
・
関
西
・
九

州
他
、
全
国
各
地
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
プ
ロ
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
招
待
さ
れ
大
人
気
で
す
。
プ

ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
の
は
２
０
０
７

年
４
月
で
プ
ロ
と
し
て
は
ま
だ
新
人

で
す
が
、
高
校
時
代
は
全
国
高
校
対

抗
選
手
権
大
会
優
勝
、
２
０
０
４
年
プ

ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
レ
デ
ィ
ー
ス
新
人
戦
ア

マ
の
部
優
勝
な
ど
輝
か
し
い
戦
績
を

残
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

神
明
ボ
ウ
ル
で
も
森
プ
ロ
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
企
画
し
て
お

り
ま
す
。「
森
プ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ッ
チ
」

「
森
プ
ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
」「
森
プ
ロ

■ボウリング場風景

と
一
投
勝
負
！
」
そ
の
他
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り
沢
山
で
す
。
ま
た
２
月

10
日
に
開
催
さ
れ
た
「
森
彩
奈
江
プ
ロ

フ
ァ
ン
感
謝
祭
」
に
は
千
葉
県
や
県
東

部
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
皆
様
も
是
非
神
明

ボ
ウ
ル
へ
お
越
し
い
た
だ
き
森
彩
奈
江

プ
ロ
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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■ピラミッドの前で

■セミナー風景

■フリーディスカッション風景

受
講
感
想

私
は
ヒ
ダ
に
入
社
し
今
年
で
四
年
目

に
な
り
ま
す
。
今
回
の
管
理
者
研
修
で

は
、
管
理
者
と
し
て
の
職
責
を
見
つ
め

直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ビ
デ

オ
研
修
と
い
う
こ
と
で
大
き
く
三
種
類

の
ビ
デ
オ
を
視
聴
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
が
、
私
は
「
与
信
管
理
」に
関
す
る

研
修
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
わ
が
部

署
は
、
個
人
を
相
手
に
し
た
販
売
で
即

日
決
済
の
為
代
金
未
回
収
な
ど
の
事
態

は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ
の
一
方
で
代
理
店

と
し
て
傘
下
店
に
在
庫
を
預
託
出
荷
し

て
い
ま
す
。
機
会
損
失
と
の
バ
ラ
ン
ス
も

ヒダ㈱モバイル通信部
滝本　貴一

２
月
16
日
に
中
間
管
理
者
ビ
デ
オ
研

修
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

研
修
へ
の
参
加
は
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
受

け
て
以
来
約
２
年
振
り
で
す
。

今
回
の
研
修
内
容
は
①
良
い
会
議
入

門
②
危
な
い
会
社
の
見
分
け
方
③
こ
ん

な
管
理
職
が
問
題
を
起
こ
す
④
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

研
修
を
受
け
て
の
感
想
は
、『
自
分
が

会
社
で
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る

の
か
』、『
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
任
せ
ら
れ

て
い
る
の
か
』、『
な
ぜ
今
回
の
参
加
者
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
か
』な
ど
、
ま
ず
は

会
社
に
お
け
る
自
分
の
立
場
と
い
う
も

の
を
改
め
て
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
立
場
に

見
合
っ
た
様
々
な
知
識
・
教
養
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
・
統
率
力
・
分
析
力
・
な
ど

芙蓉興発（株）
立田　晶紀

あ
り
ま
す
が
、
万
が
一
の
事
を
考
え
る

と
、
取
引
限
度
額
の
設
定
や
預
託
金
の

設
定
な
ど
、
取
引
に
お
け
る
リ
ス
ク
を

最
小
限
に
抑
え
る
為
の
ル
ー
ル
化
な
ど

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
よ
る
自

己
診
断
を
行
い
、
管
理
者
の
九
つ
の
心

得
を
学
習
し
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
で
は
管

理
者
の
発
言
・
行
動
な
ど
を
視
聴
し
た

の
で
す
が
、
思
い
当
た
る
節
も
い
く
つ

か
あ
り
、
意
識
し
て
今
後
の
行
動
に
活

か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

の
能
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ

の
点
は
不
足
し
て
い
る
部
分
が
ほ
と
ん

ど
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
自
分
の
ス
キ
ル

を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
研
修
で
は
参
加
す
る
だ

け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
ん
だ

こ
と
を
今
後
の
業
務
に
活
か
す
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
仕

事
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
題
ı¿

金
貨
を
い
っ
ぱ
い
詰
め
た
袋
が
10
袋
あ

り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
袋
に
は
金
貨
が
10
枚
以
上

は
優
に
入
っ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
何

枚
入
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
袋
の
ひ
と
つ
だ
け
は
、
す
べ
て

偽
金
貨
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
物
の
金
貨
が
１
枚
10
グ
ラ
ム
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
偽
金
貨
は
本
物
よ
り
も
１

枚
１
グ
ラ
ム
軽
く
、９
グ
ラ
ム
し
か
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

は
か
り
に
１
回
だ
け
か
け
て
、
ど
れ
が

偽
金
貨
の
袋
か
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

問
題
ı�

正
直
な
動
物
と
、い
つ
で
も
嘘
を
つ
く

動
物
が
い
ま
す
。

友
達
同
士
の
キ
ツ
ネ
と
タ
ヌ
キ
と
ム
ジ
ナ

に
、
誰
が
嘘
つ
き
か
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

キ
ツ
ネ
に「
タ
ヌ
キ
は
嘘
つ
き
で
す
か
」

と
聞
く
と
、

ヒ
ダ
グ
ル
ー
プ
中
間
管
理
職
ビ
デ
オ
研
修
を
実
施

ヒ
ダ
㈱
　
総
務
部

去
る
２
月
16
日
、
ヒ
ダ
グ
ル
ー
プ
中

間
管
理
職（
課
長
代
理
〜
次
長
）を
対
象

に
ビ
デ
オ
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
①
管
理
者
の
た
め
の「
良
い

会
議
入
門
」
②
「
危
な
い
会
社
の
見
分
け

方
」
③
「
こ
ん
な
管
理
職
が
問
題
を
起

す
」の
３
テ
ー
マ
で
、
ビ
デ
オ
視
聴
の
あ

と
山
根
常
務
を
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
各
社
か
ら
の
16

名
で
、
皆
さ
ん
熱
心
に
ビ
デ
オ
を
視
聴

し
、
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
於
い
て

は
、
営
業
担
当
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、「
危
な
い
会
社
の
見
分
け
方
」

の
中
の
取
引
先
に
対
す
る「
与
信
管
理
」

に
特
に
関
心
が
集
ま
り
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
今
後
の
営
業
実
践
活
動

に
活
か
し
た
い
と
い
う
感
想
が
大
勢
で

し
た
。

数
学
パ
ズ
ル

編
集
委
員
　
佐
津
川
英
世

産
圏
の
国
と
知
り
ま
た
ま
た
驚
か
さ
れ

る
次
第
で
す
。

海
外
旅
行
は
日
数
的
に
も
最
低
５
〜

６
日
と
会
社
・
同
僚
に
も
気
を
使
っ
て
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
す
が
、
国
内
の

世
界
遺
産
を
見
る
の
で
あ
れ
ば
２
〜
３

日
程
度
の
行
程
で
行
け
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
訪
れ
て
見
な
け
れ
ば
感
動
を

味
わ
う
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
是
非
計
画

を
立
て
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。
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ク
イ
ズ
の
解
答

今
回
は
答
え
を
掲
載
し
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
正
解
の
方
に
は
商
品

券
を
差
し
上
げ
る
か
ら
で
す
。

応
募
方
法
は
ヒ
ダ
㈱
総
務
部
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

正
解
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
回
答
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ヒ
ン
ト
で
す
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題
ı¿

「
そ
れ
ぞ
れ
の
袋
に
は
金
貨
が
10
枚

以
上
は
優
に
入
っ
て
い
る
も
の
の
・・・
」

と
い
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ク
イ
ズ
の
問
題
で
こ
の
よ
う
な
言
い
方

を
す
る
の
は
珍
し
い
で
す
よ
ね
ぇ
。

そ
し
て
、
10
袋
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う

に
し
て
分
け
る
か
？

問
題
ı�

キ
ツ
ネ
が
正
直
な
動
物
で
あ
る
場
合

と
、
嘘
を
つ
く
動
物
で
あ
る
場
合
に
分

け
て
考
え
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
ム
ジ
ナ
は
同
じ

答
え
を
し
ま
す
。

入
社
感
想

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
、
昨
年
11
月
21

日
付
で
入
社
し
パ
イ
ル
部
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
生
粋
の
浜

松
っ
子
の
中
野
学
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

入
社
の
動
機
で
す
が
、
以
前
建
設
業

界
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
業
種
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
が
ほ

ぼ
営
業
先
が
同
じ
な
の
で
、
自
分
の
経

験
が
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
正

社
員
と
し
て
は
３
社
目
で
、
前
々
職
で

建
設
業
界
を
対
象
に
12
年
ほ
ど
営
業
を

し
て
き
ま
し
た
。
何
屋
さ
ん
？
と
聞
か

れ
る
と
困
る
程
商
品
の
種
類
が
多
い
会

社
で
、
営
業
に
関
し
て
は
非
常
に
厳
し

ヒダ㈱　パイル部
中野　学

く
、
新
入
社
員
の
９
割
以
上
が
半
年
も

続
か
な
い
程
で
し
た
。

強
力
な
同
業
者
の
出
現
で
、
会
社
が

傾
き
支
店
の
閉
鎖
の
話
が
出
た
の
で
退

職
し
ま
し
た
が
、
そ
の
意
味
で
は
根
性

や
忍
耐
力
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
面
接
の
時
に
、
島
ノ
江
部
長

の
人
柄
に
惹
か
れ
た
事
も
付
け
加
え
て

お
き
ま
す
。

入
社
し
て
３
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
が
、

パ
イ
ル
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
毎
日
が
勉
強
の
日
々
で

す
が
、
パ
イ
ル
部
は
と
て
も
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
て
、
皆
前
向
き
で
人
間
味
が

あ
り
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
メ
ン
バ
ー

の
一
員
に
な
れ
た
事
を
と
て
も
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な

意
味
で
勉
強
の
毎
日
だ
と
思
い
ま
す

が
、
一
日
も
早
く
パ
イ
ル
部
に
、
会
社

に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
、「
や
ら
ま
い

か
」の
精
神
（
浜
松
の
方
言
？
）で
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
多
趣
味
で
す
が
、
現

在
は
サ
ッ
カ
ー
と
野
宿
し
な
が
ら
の
長

距
離
ド
ラ
イ
ブ
が
一
番
の
趣
味
で
す
。

子
供
の
影
響
で
最
近
は
釣
り
も
始
め
ま

し
た
。
実
は
私
は
漁
師
の
家
系
に
生
ま

れ
た
の
で
す
が
、
恥
ず
か
し
い
話
ま
っ

た
く
釣
り
に
関
し
て
は
ど
素
人
で
す
。

伊
豆
の
方
に
も
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
釣
り

に
よ
く
行
き
ま
す
。
も
し
良
い
ポ
イ
ン

ト
を
知
っ
て
い
る
方
、
釣
り
に
詳
し
い

方
が
い
ま
し
た
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

「
い
い
え
、
タ
ヌ
キ
は
嘘
つ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」と
答
え
ま
し
た
。

タ
ヌ
キ
に「
ム
ジ
ナ
は
嘘
つ
き
で
す
か
」

と
聞
く
と
、

「
は
い
、
ム
ジ
ナ
は
嘘
つ
き
で
す
」と
答
え

ま
し
た
。

さ
て
、
ム
ジ
ナ
に「
キ
ツ
ネ
は
嘘
つ
き
で

す
か
」と
聞
い
た
と
き
、
ム
ジ
ナ
は
何
と
答

え
た
で
し
ょ
う
か
？

ト
ピ
ッ
ク
ス
〜
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
〜

ヒ
ダ
㈱
パ
イ
ル
部
今
井
芳
政

み
な
さ
ん
の
パ
ソ
コ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
の
中
で
最
も
基
本
と
な
る
の
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
・
除
去
す

る
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
の
導
入
で
す
。

基
本
的
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
常
駐

し
て
作
動
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
次
の

よ
う
な
動
作
を
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の

パ
タ
ー
ン
を
記
録
し
た
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
遣
り
取
り
さ

れ
る
デ
ー
タ
を
照
合
し
、
そ
の
結
果
ウ

イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
除
去
を

行
い
、
で
き
な
い
も
の
も
含
め
て
何
ら

か
の
警
告
を
出
し
ま
す
。
し
か
し
、
検

出
を
回
避
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
も
無
数

に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
予
め
用
意
さ

れ
た
パ
タ
ー
ン
フ
ァ
イ
ル
に
よ
る
検
出
だ

け
で
は
新
種
の
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
最
新

の
パ
タ
ー
ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
更
新
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
を
入
れ
な
い

で
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
…
。
ア
ド

レ
ス
帳
に
登
録
し
て
あ
る
人
全
部
に
ウ

イ
ル
ス
メ
ー
ル
を
ば
ら
ま
い
て
し
ま
う
、

Ｏ
Ｓ
の
シ
ス
テ
ム
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
重
要

フ
ァ
イ
ル
が
破
壊
さ
れ
復
旧
不
能
に
な

る
、
不
正
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
仕
込
ま
れ
て

外
部
か
ら
監
視
さ
れ
る
、
個
人
情
報
や

パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
盗
ま
れ
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
不
正
使
用
の
被
害
に
遭
う
、

感
染
し
た
Ｐ
Ｃ
で
更
新
さ
れ
た
サ
イ
ト

に
ウ
イ
ル
ス
が
埋
め
込
ま
れ
、
サ
イ
ト
の

閲
覧
者
が
感
染
し
て
し
ま
う
な
ど
の
破

滅
的
な
事
態
が
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
に
は
た
く
さ

ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
利

用
環
境
に
も
よ
り
ま
す
が
初
心
者
に
も

オ
ス
ス
メ
な
の
が
ウ
イ
ル
ス
バ
ス
タ
ー
、
高

い
検
出
能
力
を
持
つ
も
の
を
選
択
す
る

な
ら
カ
ス
ペ
ル
ス
キ
ー
、
Ｆ
‐
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ
ｅ

な
ど
が
い
い
そ
う
で
す
。

次
に
挙
げ
る
も
の
は
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
策
に
は
不
十
分
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
ウ
イ
ル
ス
ス
キ
ャ
ン
、

こ
れ
で
は
感
染
が
見
つ
か
っ
た
時
点
で
既

に
手
遅
れ
で
す
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
メ
ー
ル

ウ
イ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ
で
防

げ
る
の
は
そ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
管
理
下
に

あ
る
メ
ル
ア
ド
宛
に
来
る
ウ
イ
ル
ス
メ
ー

ル
だ
け
で
す
。
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
、
不
正

侵
入
防
止
に
し
か
役
立
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
に
複
数
の

常
駐
監
視
型
の
も
の
を
同
時
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
な
い
こ
と
が
正
常
動
作
の
基

本
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
機
能
的
に

競
合
を
起
こ
し
最
悪
の
場
合
は
Ｐ
Ｃ
が

起
動
し
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら

で
す
。
た
だ
し
、
非
常
駐
監
視
型
の
も

の
と
の
同
居
は
基
本
的
に
は
問
題
な
い

よ
う
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
は
感
染
し
な
い
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
予
防
に
勝
る
防
御
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

泣
く
の
は
自
分
一
人
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
他
人
に
も
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
世
界
中
の
人
た
ち
の

た
め
に
も
ア
ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
の

導
入
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
私
の
パ
ソ
コ
ン
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
苦

い
経
験
が
あ
り
ま
す
…
。


